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していた微生物学的統御個体としてのSP F (Specific Pathogen Free)個体の作成が可能
になった。
10. ただ、顕微授精一阻移植法においてニホンザノレにおいてはいまだ妊ま辰と出産に成功して
おらず、今後さらにこの原因を追及せねばならなしL
以上のように、 4年間の研究を通じて、ニホンザルにおける卵巣刺激法、腹腔境観察下での
採卵法、体外受精法、顕微授精法、腹腔境観察下での卵管系移植法、また精子と受精匹の凍結
保存法をいずれも確立することが出来、これらの手法を用いて室内での計画的な繁殖を行うた
めの準備を整えることが出来た。ただ、顕微授精一匹移植法においてニホンザルの妊娠を確認す
ることが出来なかった。少なくともカニクイザルで、は成功を収めていることから、この原因は、
腔移植のためのレシピエント個体の不足にあると考えている。そのためにも、レシピエント個
体の排卵周期の同期化は今後解決しなければならない最も大きな課題であり、これによって生
産化に向けた飛躍的向上が可能となると考える。
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